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史
学
科
左
見
右
見

〈
文
理
学
部
史
学
科
も
還
暦
！
〉

学
科
主
任
　
浜
田
晋
介
（
昭
和
五
六
年
度
卒
）

史
学
科
の
あ
る
文
理
学
部
が
、
文
学
部
そ
し
て
法
文
学
部
か
ら
改

組
さ
れ
、
現
在
の
桜
上
水
に
移
っ
た
の
が
昭
和
三
三
年
で
す
の
で
、

来
年
こ
の
地
で
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
物
や
学
生
、
史
学
科
組
織
に
は
幾
多
の
変
化
が
あ
り
、
今

も
変
貌
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
窓
を
離
れ
て
一
度
も
文
理

学
部
に
足
を
運
ん
で
い
な
い
と
い
う
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か

ら
、
近
年
の
文
理
学
部
や
史
学
科
の
様
子
を
、
簡
略
に
皆
さ
ま
に
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
。
史
学
科
の
教
員
は
現
在
日

本
史
四
人
、
西
洋
史
三
人
、
東
洋
史
三
人
、
考
古
学
二
人
、
文
化
財

学
一
人
の
一
三
人
体
制
で
す
。
史
学
科
事
務
室
の
ス
タ
ッ
フ
も
六
人

健
在
で
す
。
史
学
科
在
籍
数
は
現
在
一
年
生
（
新
入
生
）
が
一
五
〇

人
前
後
の
人
数
で
推
移
し
て
、
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
私

が
在
学
中
は
こ
の
ク
ラ
ス
編
成
は
、
第
二
外
国
語
に
よ
っ
て
振
り
分

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
第
二
外
国
語
の
選
択
は
無
く
な
っ
て

い
ま
す
。
卒
論
を
必
修
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
史
学
科
創

設
以
来
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
変
化
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
卒
論
作
成
の
た
め
に
三
年
生
か
ら
卒
論
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

た
先
生
方
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
属
し
、
同
じ
先
生
の
も
と
で
二
年
間
研

鑽
し
て
い
く
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

在
学
中
に
取
得
で
き
る
資
格
は
、
教
職
・
司
書
に
博
物
館
職
員
の

資
格
で
あ
る
学
芸
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
学
芸
員
課
程
の
幹
事
学
科

は
史
学
科
で
、
史
学
科
以
外
で
も
、
哲
学
・
国
文
・
社
会
学
・
心
理

学
・
地
理
・
地
球
な
ど
の
複
数
学
科
か
ら
受
講
生
が
い
て
人
気
が
高

く
、二
年
生
終
了
時
点
で
成
績
と
面
接
で
人
数
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

建
物
に
つ
い
て
も
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
学
芸
員
課
程
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
文
理
学
部
資
料
館
が
、

平
成
十
八
年
度
に
東
京
都
教
育
委
員
会
指
定
の
博
物
館
相
当
施
設
と

し
て
開
館
し
て
い
ま
す
。
そ
の
建
物
に
は
地
上
二
階
・
地
下
二
階
の

図
書
館
が
あ
り
、
以
前
あ
っ
た
図
書
館
や
地
下
の
学
食
は
今
は
平
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
食
は
秋
桜
、
チ
ェ
リ
ー
、
福
松
、
ス
エ
ヒ
ロ

が
あ
り
、
他
に
安
価
な
お
弁
当
も
学
生
の
間
で
は
人
気
で
す
。
一
号

館
・
旧
三
号
館
・
本
館
な
ど
に
囲
ま
れ
て
い
た
小
グ
ラ
ン
ド
で
汗
を

1

日
本
大
学
文
理
学
部

史
学
科
同
窓
会

第
二
号
（
通
号
七
九
）

平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
発
行

〒
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五
六
―
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〇
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世
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谷
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上
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史
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で
こ
の
よ
う
な
気
候
の
良
い
時
期
に
、
し
か
も
三
週
間
と
い
う
比
較

的
長
い
期
間
調
査
に
で
か
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
ロ
シ
ア
の
図
書
館
や
文
書
館
が
閉
館
あ
る
い
は
短
縮
開
館
に
な

る
七
・
八
月
の
夏
季
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
て
通
常
の
業
務
に
戻
る

九
月
に
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
二
〇
一
六
年
度
は
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

を
得
た
た
め
に
、
こ
の
時
期
で
の
調
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
時

期
の
滞
在
は
、
留
学
中
の
ま
だ
か
の
地
が
ソ
連
で
あ
っ
た
一
九
九
〇

年
以
来
な
の
で
実
に
四
半
世
紀
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ミ
ア
問
題
の
た
め
制
裁
を
受
け

て
い
る
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
る
が
、
街
中
を
行
き
か
う
人
々
の
表
情

に
は
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
一
年

で
最
も
よ
い
季
節
の
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
寒
く
、
日
が
短

く
、
ま
た
一
一
月
な
ど
は
雨
も
多
い
こ
の
地
で
は
、
秋
冬
は
ど
う
し

て
も
人
々
の
表
情
は
硬
く
な
り
が
ち
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
六
月
、

七
月
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
で
も
あ
る
の
で
、
外
国
人
観
光
客

だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
の
様
々
な
地
方
か
ら
「
お
の
ぼ
り
さ
ん
」
が

や
っ
て
く
る
。
ロ
シ
ア
は
多
民
族
国
家
な
の
で
、
私
の
よ
う
な
ア
ジ

ア
人
の
顔
立
ち
の
人
も
多
数
住
ん
で
い
る
。
以
前
は
メ
ガ
ネ
や
時
計

で
あ
る
程
度
見
分
け
が
つ
い
た
が
、
今
や
外
観
だ
け
で
は
外
国
人
か

ど
う
か
見
分
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
地
方
か
ら
の
観
光
客
は
地
理

に
不
案
内
で
あ
る
の
で
道
を
尋
ね
た
り
す
る
が
、
地
元
民
か
ど
う
か

な
ど
は
お
構
い
な
し
で
、
私
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
人
の
顔
の
者
に
も
平

流
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
場
所
は
平
成
一
九
年
に
現

三
号
館
建
設
に
伴
っ
て
、
旧
図
書
館
・
旧
三
号
館
等
と
と
も
に
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
史
学
科
研
究
室
は
現
在
二
号
館
（
旧
研
究

棟
）
八
〜
一
〇
階
に
あ
り
、
史
学
科
独
自
の
図
書
室
を
も
っ
て
い
る

の
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
研
究
室
が
あ
っ
た
本
館
は
来

年
度
に
は
解
体
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
代
わ
り
新
た
な
本
館
が
、

今
年
三
月
に
竣
工
し
ま
す
。
こ
う
し
て
見
る
と
一
号
館
だ
け
が
変
わ

ら
ず
に
い
て
、
文
理
学
部
の
歴
史
を
み
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

人
や
建
物
の
新
旧
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
史
学
科
は
現
在
で

も
文
理
学
部
で
人
気
の
高
い
学
科
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

毎
年
三
月
に
は
史
学
科
同
窓
会
、
一
一
月
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
（
文
理
学
部
校
友
会
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
級
生
・
先

輩
後
輩
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

史
学
科
教
員
近
況

〈
白
夜
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
て
〉

土
屋
　
好
古
　
史
学
科
教
授
　
近
代
ロ
シ
ア
史

二
〇
一
六
年
六
月
一
三
日
か
ら
七
月
四
日
の
三
週
間
、
ロ
シ
ア
の

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
普
段
は
校
務
の
関
係

2
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同
じ
図
書
館
の
館
員
で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
態
度
の
違
い
が
生

ま
れ
る
の
か
不
思
議
で
は
あ
る
。
調
査
し
た
の
は
、
全
一
五
冊
の
分

厚
い
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
う
ち
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
、
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
県
を
対
象
と
し
た
第
一
四
冊
、
第
七
冊
に
加
え
て
、
比
較
対
象

の
た
め
モ
ス
ク
ワ
県
・
モ
ス
ク
ワ
市
（
第
五
冊
）、
ハ
リ
コ
フ
県
（
第

九
冊
）
な
ど
の
工
業
地
域
を
含
む
諸
県
、
お
よ
び
総
括
の
第
一
五
冊

で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
お
け
る
労
働
者
の
選
挙

行
動
は
ほ
ぼ
全
容
が
解
明
で
き
る
見
通
し
が
た
っ
た
。
休
み
な
く
仕

事
を
し
た
の
で
、
さ
す
が
に
疲
れ
、
年
齢
を
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
満
足
で
き
る
成
果
で
あ
っ
た
。

史
学
科
の
昔
と
今

〈
恩
師
探
訪
〉

―
昨
年
に
続
き
「
恩
師
探
訪
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
中
世

史
の
分
野
で
本
学
史
学
科
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
鈴
木
國
弘
先
生
に
お

話
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
一
九
五
六
年
に
入

学
、
そ
の
後
大
学
院
に
進
ま
れ
、
文
理
学
部
助
手
を
経
て
教
授
と
し

て
長
年
ご
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
で
す
が
、
入
学
当
時
の
史
学
科

の
雰
囲
気
な
ど
は
い
か
が
で
し
た
か
。

【
鈴
木
】
私
が
入
学
し
た
一
九
五
六
年
当
時
の
史
学
科
は
、
一
学

年
三
〇
名
程
度
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
も
の
で
し
た
が
、
教
授
陣
は
、

気
で
尋
ね
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
今
回
驚
か
さ
れ
た
の
は
、

中
国
人
観
光
客
の
多
さ
で
あ
っ
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
あ
と
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
移
動
し
て
さ
ら
に
三
週
間
調
査
を
行
っ

た
が
、
移
動
日
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
空
港
も
中
国
人
が
あ
ふ
れ
か
え

っ
て
い
た
。

今
回
の
ロ
シ
ア
で
の
調
査
の
主
目
的
は
、
一
九
〇
六
年
三
月
か
ら

四
月
初
め
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
第
一
国
会
選
挙
に
お
け
る
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
労
働
者
の
動
向
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
首
相
ヴ
ィ
ッ
テ

の
依
頼
に
よ
っ
て
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
＝
マ
モ
ノ
フ
が
編
纂
し
た
第
一
国

会
選
挙
に
関
連
す
る
膨
大
な
新
聞
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
史
料
が
タ

ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
ロ
シ
ア
国
民
図
書
館
手
稿
部
に

原
本
が
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
控
え
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
を
考
え
て
、
国

民
図
書
館
で
の
閲
覧
を
ま
ず
申
請
し
た
。
幸
い
、
閲
覧
が
認
め
ら
れ

た
の
で
、
同
図
書
館
の
手
稿
部
で
調
査
し
た
。
三
週
間
の
滞
在
期
間

中
、
到
着
日
、
移
動
日
、
定
期
休
館
日
（
毎
月
最
終
火
曜
日
）
を
除

い
て
、
土
曜
日
・
日
曜
日
も
史
料
の
書
き
抜
き
作
業
を
行
っ
た
。
手

稿
部
で
の
仕
事
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
館
員
た
ち
は
皆
親

切
で
、
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
た
。
他
方
、
並
行
し
て
調
査
を
し

た
新
聞
部
（
手
稿
部
の
あ
る
本
館
か
ら
一
〇
分
弱
、
フ
ォ
ン
タ
ン
カ

運
河
沿
い
に
あ
る
）
の
館
員
は
、
か
つ
て
の
ソ
連
時
代
の
ま
ま
、
ぶ

っ
き
ら
ぼ
う
で
、
笑
顔
も
ま
っ
た
く
み
せ
な
い
対
応
ぶ
り
で
あ
る
。
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い
る
う
ち
に
、
中
世
名
主
の
家
族
に
行
き
着
き
、
中
世
史
研
究
で
領

主
制
論
を
研
究
さ
れ
て
い
た
京
都
の
戸
田
芳
実
さ
ん
な
ど
と
廻
り
あ

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
な
る
ほ
ど
。
と
こ
ろ
で
『
中
世
史
研
究
』
と
い
う
雑
誌
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
作
ら
れ
た
事
情
も
ふ
く
め
て
、
サ
ー
ク
ル
と
し

て
の
研
究
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

【
鈴
木
】
中
世
史
研
究
会
で
は
、
毎
年
夏
に
伊
賀
国
黒
田
庄
・
上

野
国
新
田
庄
・
高
野
山
麓
の
荘
園
な
ど
、
現
地
調
査
す
る
の
が
慣
例

で
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
の
公
表
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
が
、『
中

世
史
研
究
』
で
す
。
最
盛
期
に
は
四
十
名
ほ
ど
い
た
会
員
が
、
調
査

の
直
前
に
は
連
日
の
史
料
整
理
、
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
調
査
事
項
の
分
担
確
認
、
多
様
な
地
図
の
調
達
、
現
地
の
「
古
老
」

と
の
連
絡
等
、て
ん
や
わ
ん
や
の
騒
ぎ
で
し
た
。
黒
田
庄
調
査
の
時
、

東
北
大
学
の
入
間
田
宣
夫
さ
ん
が
合
流
、高
野
山
麓
調
査
の
時
に
は
、

同
じ
く
東
北
で
豊
田
武
先
生
の
門
下
の
方
々
の
大
石
直
正
・
田
代
脩
・

山
陰
加
春
夫
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
陰
に
は
、
恩
師
で
日
大

で
も
授
業
を
担
当
さ
れ
て
い
た
豊
田
武
先
生
の
お
口
添
え
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
後
の
大
切
な
人
脈
に
な
り
ま
し
た
。

石
田
幹
之
助
・
和
田
清
・
龍
粛
・
山
中
謙
二
・
鎌
田
重
雄
と
い
う
、

そ
う
そ
う
た
る
方
々
で
し
た
ね
。学
生
た
ち
が
当
時
盛
ん
だ
っ
た「
騎

馬
民
族
」
説
の
研
究
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
教
室
に
入
っ
て
来

ら
れ
た
石
田
先
生
が
「
私
は
騎
馬
民
族
説
は
嫌
い
で
す
」
と
い
わ
れ

た
途
端
、
研
究
会
が
即
座
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
古
き

良
き
（
？
）
時
代
の
学
科
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

―
な
ん
と
も
勇
ま
し
い
と
い
う
か
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
先
生
が
中
世
史
を
専
攻
さ
れ
た
き
っ
か
け
な

ど
も
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
鈴
木
】
私
は
生
来
、
奈
良
を
唄
っ
た
会
津
八
一
の
歌
集
、
和
辻

哲
郎
や
亀
井
勝
一
郎
の
随
筆
な
ど
が
大
好
き
で
し
た
の
で
、
学
生
時

代
か
ら
法
隆
寺
の
「
夏
期
大
学
」
講
座
に
参
加
す
る
な
ど
、
古
代
史

に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
講
座
参
加
は
大
抵
は
斎
藤
正
明
君
と

一
緒
で
し
た
が
、
後
に
は
笹
原
一
晃
君
・
土
倉
元
子
さ
ん
等
も
参
加

し
、
坂
本
太
郎
・
中
村
元
・
大
岡
実
等
の
先
生
方
や
、
当
時
の
法
隆

寺
館
長
佐
伯
良
謙
と
い
っ
た
方
々
の
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
講
座
の

最
終
日
に
は
、
史
跡
を
バ
ス
で
廻
る
エ
ク
ス
カ
ア
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
折
、
バ
ス
ガ
イ
ド
が
「
今
日
は
七
月
二
八
日
、
大
和

平
野
も
、
夏
の
盛
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
云
っ
た
明
る
い
声
が
、
今

も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
が
最
初
に
分
析
し
た
資

料
は
古
代
の
『
戸
籍
』
で
あ
り
、
古
代
家
族
の
行
方
を
追
い
か
け
て

4
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ん
（
笑
）。

―
謹
厳
で
実
直
な
鈴
木
先
生
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
内
容
で
し
た

が
、
そ
ん
な
中
に
も
興
味
深
い
、
し
か
も
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
語
り

口
を
聴
か
せ
て
頂
き
、
学
問
に
も
浮
気
が
な
い
ス
ト
レ
ー
ト
さ
が
伝

わ
っ
て
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
質
問
者
・
文
責
　
関
　
幸
彦
）

〈
現
役
学
生
の
声
〉

日
本
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
上
保
國
良
先
生
・
近
世
史
）

博
士
前
期
課
程
一
年
　
大
西
　
真
央

―
上
保
先
生
の
ゼ
ミ
の
空
気
は
ど
う
で
す
か
？

【
大
西
】
上
保
先
生
の
ゼ
ミ
は
人
数
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
学
生
が

集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
す
。

特
に
卒
論
作
成
が
本
格
化
す
る
四
年
生
の
時
期
な
ど
は
、
仲
間
が

多
く
い
る
安
心
感
も
大
き
く
、
私
が
所
属
し
て
い
た
時
も
、
そ
れ
が

心
の
支
え
に
な
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
生
が
多
い
分
、

み
ん
な
で
乗
り
越
え
る
と
か
、
支
え
合
う
と
い
っ
た
感
覚
が
強
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
私
は
現
在
Ｇ
Ｓ
Ａ
（
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
ト
・
ス
チ
ュ
ー

―
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
現
在
も
大
学
院
で
授
業
を
お
持
ち

で
す
が
、
先
生
ご
自
身
、
昨
今
の
研
究
は
ど
ん
な
方
面
に
興
味
を
お

持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
鈴
木
】私
も
今
年
九
月
に
は
、傘
寿
で
す
よ
。
他
人
事
の
よ
う
で
、

ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
。
精
神
的
に
は
、
四
五
才
く
ら
い
が
妥
当
な
と
こ

ろ
と
思
う
の
で
す
が
、
体
力
的
な
衰
え
は
や
は
り
感
じ
て
い
ま
す
。

女
房
か
ら
「
お
酒
と
女
性
は
、
一
合
（
号
）
ま
で
ヨ
」
と
釘
を
刺
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
原
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
（
笑
）。
そ
れ
で
仏
心

が
つ
い
た
の
か
、
最
近
で
は
「
法
然
」
を
大
学
院
の
講
義
に
と
り
上

げ
、
私
自
身
だ
け
で
な
く
講
義
参
加
の
学
生
も
一
緒
に
「
極
楽
」
へ

つ
れ
て
い
っ
て
あ
げ
よ
う
と
、
深
い
慈
悲
の
心
を
そ
そ
い
で
い
ま
す

（
笑
）。
学
生
は
迷
惑
ら
し
い
で
す
が
、
私
も
大
分
人
間
が
出
来
て
き

た
よ
う
で
す
。

―
い
ろ
い
ろ
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
最
後
に
ご
自
身
で
座
右

に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
れ
ば
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

【
鈴
木
】
結
構
な
座
右
の
銘
が
あ
る
位
な
ら
、
も
っ
と
立
派
な
人

間
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
若
者
よ
、
身
体
を
鍛
え
て
お

け
」
と
い
う
昔
の
歌
を
思
い
出
し
、
自
分
も
若
者
だ
と
む
り
や
り
思

い
込
み
、
ど
ん
な
高
い
ビ
ル
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
使
わ
ず
、
階
段
を
一
段
一
段
登
る
の
を
日
課
と
し
て
い
ま

す
。
当
然
超
高
層
ビ
ル
の
あ
る
新
宿
副
都
心
な
ど
に
は
近
づ
き
ま
せ
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―
ち
な
み
に
、
上
保
ゼ
ミ
は
先
生
ご
自
身
が
お
酒
を
召
し
上
が

ら
な
い
の
で
、
別
名
「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
ゼ
ミ
」
と
い
う
う
わ
さ
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
」
は
、
厳
し
さ
よ
り
は
和
気
藹
々
を
大

切
に
す
る
様
子
み
た
い
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
す
か
。

【
大
西
】
た
し
か
に
、
上
保
先
生
は
甘
い
も
の
が
お
好
き
で
す
ね
。

ゼ
ミ
自
体
も
和
や
か
な
空
気
で
進
ん
で
い
く
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
ゼ
ミ
」
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
評
価
や
指
導
は
必
ず
し
も
「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
」
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
で
す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
な
い
よ
う

な
場
合
に
は
、「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
」
ど
こ
ろ
か
「
辛
口
（
大
辛
）」
く
ら

い
な
の
で
は
な
い
か
と
…
。

　
―
大
西
さ
ん
は
現
在
大
学
院
生
で
す
が
、
ご
自
身
の
進
路
を
含

め
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
ど
ん
な
就
職
口
を
希
望
し
て
い
ま
す
か
？
も
ち

ろ
ん
、
ザ
ッ
ク
リ
で
か
ま
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

【
大
西
】
私
は
、
教
員
を
目
指
し
て
日
々
修
行
中
で
す
。
ゼ
ミ
生

の
中
に
も
、
や
は
り
教
員
を
目
指
し
て
い
る
学
生
は
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
公
務
員
や
学
芸
員
を
目
指
し
て
い
る
学
生
も
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
一
般
企
業
を
希
望
し
て
い
る
学
生
も
い
て
、
東
京
で
就

活
を
す
る
学
生
、
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
学
生
な
ど
、
人

数
も
多
い
分
様
々
で
す
。

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
い
う
形
で
上
保
先
生
の
ゼ
ミ
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
今
は
私
が
学
部
生
だ
っ
た
頃

よ
り
も
さ
ら
に
人
数
が
増
え
て
い
て
、
総
勢
八
〇
名
以
上
の
マ
ン
モ

ス
ゼ
ミ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
た
し
か
に
人
数
は
多
い
み
た
い
で
す
ね
。
そ
の
分
の
卒
論
そ

の
他
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
大
西
】
ゼ
ミ
で
は
一
人
一
人
が
発
表
を
す
る
と
い
う
よ
り
、
毎

回
小
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
で
、
卒
論
作
成
に
必
要
な
技
術
を
身
に
付

け
る
、
と
い
う
や
り
方
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
行

研
究
の
読
み
方
、
史
料
の
探
し
方
、
基
本
と
な
る
近
世
の
知
識
を
問

う
、
と
い
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
卒
論
の
途
中
経
過
の
発
表
を
希
望
す
る
学
生
も
い
る

の
で
、
そ
の
場
合
は
前
も
っ
て
先
生
に
お
話
を
し
て
、
ゼ
ミ
の
時
間

を
使
っ
て
発
表
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
ゼ
ミ
生
全
員
の
発
表
は
な
か
な
か
厳
し
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
三
年
生
の
時
か
ら
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
卒
論
の
下
書

き
を
完
成
さ
せ
る
課
題
を
出
し
た
り
、
か
な
り
前
も
っ
て
各
学
生
の

作
成
段
階
等
を
把
握
し
、
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
、
工
夫
な
さ
っ
て

い
ま
す
。

6
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員
と
し
て
の
苦
労
の
質
が
変
化
し
て
き
た
事
も
実
感
し
ま
す
。
自
分

の
経
験
を
若
手
に
伝
え
る
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
出
来
事
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
身

に
付
け
て
い
か
ね
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

昭
和
五
四
年
度
卒
　
森
　
高
広

○
都
立
高
校
の
教
員
に
な
っ
て
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
私
学
の
非

常
勤
講
師
を
一
六
年
間
や
っ
て
、
四
〇
代
に
な
っ
て
初
め
て
や
っ
た

担
任
は
、
な
か
な
か
疲
労
度
の
大
き
い
仕
事
で
し
た
。
整
体
師
に
言

わ
せ
る
と
「
体
に
力
が
入
っ
て
い
る
」
か
ら
だ
と
か
。
初
任
校
で
卒

業
生
を
出
し
て
、
今
は
二
校
目
、
生
徒
の
小
さ
な
頑
張
り
を
発
見
す

る
こ
と
も
多
く
、
私
も
頑
張
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
授
業
準
備
は
後

回
し
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
勤
電
車
の
中
で
読
書
し
な
が
ら
学
生

時
代
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
卒
　
粕
谷
　
玲

○
私
は
日
本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
か
ら
同
大
学
大
学
院
で
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
日
本
大
学
藤
沢
高
等
学
校
に
務
め
、

日
本
史
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
恩
師
で
あ
る
上
保
先
生
に
は
、
現
在

で
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
史
学
科
の
後
輩
が
本
校
の
専
任

―
最
後
に
、
上
保
先
生
ご
自
身
の
魅
力
は
ズ
バ
リ
ど
こ
で
す

か
？
な
ん
と
な
く
、
懐
の
深
さ
・
広
さ
あ
た
り
か
な
ぁ
と
思
っ
た
り

し
ま
す
が
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
大
西
】
私
も
、
上
保
先
生
の
懐
の
深
さ
や
広
さ
は
、
大
き
な
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

上
保
先
生
が
、
人
の
努
力
や
頑
張
り
を
き
ち
ん
と
認
め
て
相
応
の

評
価
を
し
て
く
だ
さ
る
の
も
、
そ
う
い
う
懐
の
深
さ
や
広
さ
あ
っ
て

の
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
と
は
、
物
事
の
先
の
先
ま
で
見
据
え
て
行
動
し
、
し
な
や
か
な

が
ら
も
厳
し
く
、
正
し
い
こ
と
に
は
「
正
し
い
」、
間
違
っ
て
い
る

こ
と
に
は
根
拠
や
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
、
ハ
ッ
キ
リ
と
「
間
違
っ

て
い
る
」
と
い
う
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
、

尊
敬
で
き
る
部
分
で
あ
り
、
上
保
先
生
の
魅
力
・
す
ご
さ
の
ひ
と
つ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
質
問
者
・
文
責
　
関
　
幸
彦
）

近
況
通
信

○
気
付
け
ば
女
子
校
勤
務
も
三
〇
年
を
越
え
ま
し
た
。
自
分
に
は
向

い
て
い
な
い
の
で
は
？
と
悩
み
つ
つ
先
輩
の
先
生
方
や
生
徒
に
教
え

ら
れ
て
き
た
年
月
だ
と
実
感
す
る
ば
か
り
で
す
。
た
だ
最
近
は
、
保

護
者
の
意
識
の
変
化
や
少
子
化
の
影
響
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
、
教

7
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教
諭
や
非
常
勤
講
師
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
毎
年
の
よ
う
に
教
育
実

習
生
が
や
っ
て
き
ま
す
。
改
め
て
、
日
本
大
学
の
つ
な
が
り
は
大
き

く
長
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
大
学
文
理
学
部
史

学
科
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
博
士
前
期
課
程
修
了
　
佐
藤
　
至
亮

8
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八
月
三
一
日　

考
古
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
合
宿（
九
月
二
日
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
府
・
奈
良
県
に
お
い
て
、
浜
田
ゼ
ミ
と
山
本

ゼ
ミ
の
合
同
合
宿
が
行
わ
れ
、
一
〇
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

 

九
月　

五
日　

遺
跡
発
掘
調
査
（
九
月
一
五
日
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 

南
中
野
遺
跡
に
お
い
て
、
考
古
学
実
地
研
究
の
野

外
実
習
が
行
わ
れ
、
二
六
名
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

九
月
一
七
日　

文
理
学
部
秋
季
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

史
学
科
で
は
、
考
古
学
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行

っ
た
ほ
か
に
、
古
川
隆
久
教
授
に
よ
る
特
別
授
業

「
太
平
洋
戦
争
下
の
日
本
人
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド

―
歴
史
研
究
の
面
白
さ
」
を
行
い
ま
し
た
。

 

九
月
二
一
日　

後
学
期
ガ
イ
ダ
ン
ス

 

九
月
二
三
日　

後
学
期
授
業
開
始
（
一
月
三
〇
日
ま
で
）

一
一
月 

三
日　

文
理
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

 
 

 
 

 
 

 

史
学
科
で
は
、
学
術
研
究
発
表
会
〈
史
学
部
会
〉

を
開
催
し
ま
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
に
文
理
学

部
の
学
園
祭
〈
桜
麗
祭
〉
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
二
月
二
六
日　

冬
季
休
暇
開
始
（
一
月
九
日
ま
で
）

 

一
月
一
一
日　

卒
業
論
文
受
付
開
始
（
一
月
一
六
日
ま
で
）

平
成
二
八
年
度
史
学
科
行
事
紹
介

 
四
月　

二
日　

ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始
（
四
月
七
日
ま
で
）

 

四
月　

二
日　

文
理
学
部
開
講
式

 

四
月　

八
日　

日
本
大
学
入
学
式
（
日
本
武
道
館
）

 

四
月　

九
日　

前
学
期
授
業
開
始
（
七
月
二
八
日
ま
で
）

 

七
月
一
七
日　

文
理
学
部
夏
季
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

史
学
科
で
は
、
考
古
学
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行

っ
た
ほ
か
に
、坂
口
明
教
授
に
よ
る
特
別
授
業「
歴

史
を
知
る
方
法
」
を
行
い
ま
し
た
。

 

八
月　

一
日　

夏
季
休
暇
開
始
（
九
月
二
二
日
ま
で
）

 

八
月　

一
日　

遺
跡
整
備
調
査
（
一
〇
日
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 

長
野
県
上
川
村
国
指
定
史
跡
大
深
山
遺
跡
に
お
い

て
、
調
査
協
力
依
頼
に
よ
り
、
整
備
調
査
が
行
わ

れ
、
一
二
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

八
月　

八
日　

東
洋
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
合
宿
（
一
〇
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

 

日
本
大
学
文
理
学
部
山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

お
い
て
、
加
藤
ゼ
ミ
、
松
重
ゼ
ミ
、
粕
谷
ゼ
ミ
の

合
同
合
宿
が
行
わ
れ
、
一
〇
名
の
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

 

八
月
三
〇
日　

日
本
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
修
旅
行（
九
月
一
日
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 

京
都
府
に
お
い
て
、
関
ゼ
ミ
の
研
修
旅
行
が
行
わ

れ
、
四
〇
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
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考
古
学
研
究
実
習
一
・
二

日
本
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
・
二
・
三
・
四

東
洋
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
・
二
・
三
・
四

西
洋
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
・
二
・
三
・
四

考
古
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
・
二
・
三
・
四

文
化
財
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
・
二
・
三
・
四

日
本
史
特
講
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八

東
洋
史
特
講
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八

西
洋
史
特
講
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八

考
古
学
特
講
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八

日
本
史
料
研
究
一
・
二
・
三
・
四

古
文
書
・
古
記
録
学
一
・
二
・
三
・
四

東
洋
史
料
研
究
一
・
二

西
洋
史
料
研
究
三
・
四

西
洋
文
献
研
究
三
・
四
・
七
・
八

考
古
学
方
法
論
一
・
二
・
三
・
四

考
古
学
実
地
研
究
一
・
二

遺
跡
解
題
一
・
二

歴
史
民
俗
学
一
・
二

文
化
財
学
一
・
二

平
成
二
八
年
度
史
学
科
学
生
在
籍
者
数

学
部
生　

一
年
生　

一
七
一
名
、 

二
年
生　

一
四
八

名
、
三
年
生　

一
四
九
名
、
四
年
生　

一
五
五
名

合　

計　

六
二
三
名

大
学
院
生
（
Ｍ
） 

一
年
生　

八
名
、
二
年
生　

一
一
名

合　

計　

一
九
名

大
学
院
生
（
Ｄ
） 

一
年
生　

一
名
、
二
年
生　

一
名

合　

計　

二
名

　

二
月　

七
日　

春
季
休
暇
開
始
（
三
月
三
一

日
ま
で
）

　

三
月
二
五
日 

卒
業
式
（
日
本
武
道
館
）・

文
理
学
部
学
位
記
伝
達
式

平
成
二
八
年
度
史
学
科
デ
ー
タ
一
覧 

（
一
月
一
五
日
現
在
）

史
学
科
専
任
教
員

日
本
史　
　

中
村 

順
昭 

教
授
（
日
本
古
代
史
）

　
　
　
　
　

関　

 

幸
彦 

教
授
（
日
本
中
世
史
）

　
　
　
　
　

上
保 

國
良 

教
授
（
日
本
近
世
史
）

　
　
　
　
　

古
川 

隆
久 

教
授
（
日
本
近
現
代
史
）

東
洋
史　
　

加
藤 

直
人 

教
授
（
東
・
北
・
中
央
ア
ジ
ア
史
）

　
　
　
　
　

松
重 

充
浩 

教
授
（
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
）

　
　
　
　
　

粕
谷 　

元 

教
授
（
ト
ル
コ
近
現
代
史
）

西
洋
史　
　

坂
口 　

明 

教
授
（
古
代
ロ
ー
マ
史
）

　
　
　
　
　

土
屋 

好
古 

教
授
（
近
代
ロ
シ
ア
史
）

　
　
　
　
　

森 

あ
り
さ 

教
授
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
近
現
代
史
）

考
古
学　
　

浜
田 

晋
介 

教
授
（
日
本
考
古
学
）

　
　
　
　
　

山
本 

孝
文 

教
授
（
東
ア
ジ
ア
考
古
学
）

文
化
財
学　

大
塚 

英
明 

教
授
（
文
化
財
学
）

史
学
科
研
究
室
ス
タ
ッ
フ

堀
川　
　

徹 

助
手
A
（
日
本
古
代
史
）

山
本
興
一
郎 

助
手
（
古
代
ロ
ー
マ
史
）

天
野　

頌
子 

助
手
B
・
市
川　

光
祐 

副
手

小
島　

り
ら 

副
手
・
辻　

あ
や
子 

副
手

平
成
二
八
度
史
学
科
非
常
勤
講
師
数

六
二
名
（
大
学
院
を
含
む
）

平
成
二
八
年
度
史
学
科
開
講
科
目
数

総
合
教
育
科
目　
　

半
期
九
コ
マ

学
科
専
門
科
目　
　

半
期
一
七
八
コ
マ

教
職
課
程　
　
　
　

半
期
二
コ
マ

学
芸
員
課
程　
　
　

半
期
二
〇
コ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　

通
年
二
コ
マ
（
集
中
含
）

平
成
二
八
年
度
史
学
科
開
講
科
目
一
覧

自
主
創
造
の
基
礎
一
（
旧 

歴
史
学
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

史
学
概
論

自
主
創
造
の
基
礎
二
（
旧 

史
学
概
論
二
）

日
本
史
入
門　
　
　

東
洋
史
入
門

西
洋
史
入
門

考
古
学
入
門

日
本
史
概
説
一
・
二

東
洋
史
概
説
一
・
二

西
洋
史
概
説
一
・
二

日
本
考
古
学
概
説
一
・
二

外
国
考
古
学
概
説
一
・
二

日
本
史
基
礎
実
習
一
・
二

東
洋
史
基
礎
実
習
一
・
二

西
洋
史
基
礎
実
習
一
・
二

考
古
学
基
礎
実
習
一
・
二

日
本
史
研
究
実
習
一
・
二

東
洋
史
研
究
実
習
一
・
二

西
洋
史
研
究
実
習
一
・
二
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② 

役
員
の
選
出
お
よ
び
承
認

③ 

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
役
員
お
よ
び
組
織
）

第
9
条　

本
会
は
、
次
の
役
員
に
よ
り
組
織
す
る
。

① 

会
長 

1
名　

② 

副
会
長 

3
名　

③ 

理
事 

若
干
名　

④ 

幹
事 

若
干
名

⑤ 

会
計
監
査 

2
名

⑥ 

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
役
員

2　

本
会
の
役
員
は
、
役
員
の
職
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

① 

会
長
は
、
本
会
を
代
表
す
る
責
任
者
と
し
て
会
務
を
総
理
し
、
必
要
に
応
じ

て
総
会
・
理
事
会
等
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

副
会
長
は
、
会
長
が
諸
般
の
事
情
に
よ
り
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
に
こ

れ
を
代
行
す
る
。

③ 

理
事
は
、
総
会
の
開
催
お
よ
び
諸
事
業
の
執
行
、
会
員
の
管
理
、
通
信
連
絡

等
の
任
に
当
た
る
。

④ 

会
計
監
査
は
、
年
1
回
以
上
の
会
計
監
査
を
行
う
。

⑤ 

幹
事
は
、
理
事
会
の
要
請
に
よ
り
本
会
運
営
の
補
佐
に
当
た
る
。

 
 

3　

 

理
事
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
理
事
会
を
年
1
回　
　

以
上
開
き
、
本
会
の
運
営
・
企
画
・
財
務
の
管
理
お
よ
び
会
員
と
役
員
提
出
議

案
の
審
議
・
決
定
を
行
う
。

4　

役
員
の
選
任
方
法
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

① 

会
長
お
よ
び
理
事
は
、
総
会
に
お
い
て
定
め
る
。

② 

副
会
長
は
、
会
長
の
指
名
に
よ
り
定
め
る
。

③ 

幹
事
は
、
理
事
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

④ 

会
計
監
査
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
中
よ
り
2
名
を
選
任
す
る
。

5　

本
会
役
員
の
任
期
は
1
期
2
箇
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
3
章　

付　

則

第
10
条　

本
会
会
則
の
改
定
は
、
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
審
議
し
、
総
会
の
承
認
を
う

る
も
の
と
す
る
。

第
11
条　

本
会
の
運
営
お
よ
び
諸
事
業
に
か
か
る
諸
経
費
は
、
こ
れ
を
有
料
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
12
条　

本
会
会
則
は
、
制
定
・
改
定
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

日
本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
同
窓
会
会
則

平
成
二
七
年
三
月
七
日
制
定

平
成
二
八
年
三
月
五
日
改
定

第
1
章　

総　

則

（
名　

称
）

第
1
条　

本
会
は
、
日
本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
同
窓
会
と
称
す
る
。

（
成　

員
）

第
2
条　

本
会
は
、
日
本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
日
本
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
・
日
本
史
専
攻
・
外
国
史
専
攻
を
修
了
し
た
者
（
満

期
退
学
を
含
む
）
等
な
ら
び
に
史
学
科
教
職
員
を
経
験
し
た
者
を
も
っ
て
組
織

す
る
。

（
目　

的
）

第
3
条　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
4
条　

本
会
は
、
第
3
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

① 

総
会
お
よ
び
懇
親
会
の
開
催

② 

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業

（
会　

計
）

第
5
条　

本
会
の
会
計
は
会
費
を
も
っ
て
こ
れ
を
ま
か
な
い
、
会
計
年
度
は
1
箇
年
と
す

る
。
期
間
は
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

（
会　

費
）

第
6
条　

本
会
の
会
費
は
終
身
会
費
5
千
円
と
し
、
入
会
時
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
7
条　

本
会
の
会
員
は
、
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
、
速
や
か
に
届
け
出

る
も
の
と
す
る
。

第
2
章　

運
営
・
組
織

（
総　

会
）

第
8
条　

本
会
は
毎
年
1
回
総
会
を
開
く
こ
と
と
し
、
次
の
事
項
を
行
う
。
開
催
時
期
は

別
に
定
め
る
。

① 

運
営
・
事
業
・
会
計
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
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編
集
部
よ
り

同
窓
会
会
報
は
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
を
基
本
と
し
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
下
記
の
通
り
で
す
。

○
近
況
通
信
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
稿
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
方

は
、
本
会
報
一
ペ
ー
ジ
目
記
載
の
住
所
へ
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。
な
お
、
字
数
制
限
は

二
〇
〇
字
以
内
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
住
所
変
更
等
さ
れ
た
場
合
は
、
本
会
報
一
ペ
ー
ジ
目
記
載
の
住
所
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
お
電
話
で
の
ご
依
頼
は
、
聞
き
違
い
等
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
ご
遠
慮
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

写
真

三
号
館
の
外
観

史
学
科
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w.nu-hist-d.jp

〈
編
集
後
記
〉

幾
度
か
の
脱
皮
を
へ
て
、
同
窓
会
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。『
会
報
』
も
通
号
七
九
。

伝
統
の
重
さ
が
伝
わ
る
。
変
容
し
つ
つ
も
、変
化
し
な
い
「
形
」
を
伝
え
た
い
と
。

新
生
同
窓
会
誌
二
号
を
お
届
け
で
き
た
こ
と
、
編
集
に
携
わ
っ
た
一
同
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

史学科同窓会ホームページＵＲＬ
http://www.nu-hist-d.jp
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三号館の外観


